






　明治大学シェイクスピアプロジェクト (MSP) 第 19 回公演『夏の
夜の夢』『二人の貴公子』の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
　2004 年度、学部間共通総合講座「シェイクスピア劇の現代的魅力」
から「明治大学文化プロジェクト」が立ち上がり、2011 年度から「明
治大学シェイクスピアプロジェクト」と名称を変え歴史を歩み、今
では大学にとって欠かせない行事になったと感じております。
　コロナ禍前の公演では来場者数が例年 4,500 名を超える日本最大規模の学生演劇であり、多くの方に楽しみに
していただき、また多くの方に支えていただいております。
　直近２年間は、コロナ禍により、やむを得ず、無観客や座席数を制限しての開催となりました。しかし、「デ
ジタルネイティブ世代」と評される若いMSP メンバーの感性でオンライン上演を巧みに演出し、制限があった
２年間ともに、オンライン配信の累計再生回数は、1万回を突破しました。これまでは公演会場まで足を運ぶこ
とができなかった遠方の方々にまでMSP のシェイクスピアの世界をお届けできたことに、困難をも好機に転換
したMSPメンバーの強い力をみた思いがしています。
　今年度は、2016 年度第 13回公演の再演となる二作品『夏の夜の夢』と『二人の貴公子』が上演されると伺っ
ております。恋に落ちた男女の情熱とおかしみに溢れたこれらの喜劇作品は、閉塞感漂う社会の中でいかなる意
味を生み出すのか、背中合わせの二つのストーリーの中に人という存在の根幹を見つめつつ、シェイクスピア作
品と現代の私たちとの繋がりを意識させ、その答えを創りあげていく展開が大変楽しみであります。
　最後になりましたが、本上演が明大生の飛躍の契機となり、実り多い成果を生み出すとともに、関係各位のご
尽力とご来場いただきました皆さまへの心からの敬意と謝意を表しまして、結びの言葉とさせていただきます。

明治大学シェイクスピアプロジェクト

公演に向けて

ご 挨 拶

明治大学長　大六野　耕作
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　本プロジェクトは、特色ある教育プログラムとして 2004 年に開始さ
れ、学生演劇公演としてはわが国最大級の規模を誇っております。コロ
ナ禍の昨年の講演は、感染予防の観点から席数制限を設けた公演に総計
1200 人の方々にご来場いただき、さらに YouTube 生配信及びその後の
アーカイブ視聴は総再生回数1万件を超える成果を上げました。これは、
参加学生・関係者の真摯な努力と楽しみにお待ちいただいていた観客の
皆様のおかげと、深く感謝いたします。
　本年の公演の『夏の夜の夢』は、結婚をことほぐ祝祭劇の体裁をとる
ものであり、従来より、華やかな舞台と華麗な音楽で人気の演目です。
アテネ貴族という有閑階級の女性や職人そしてロバへのまなざしにも気
を留めながら、お楽しみいただければと思います。さらに、本公演は新
たな翻訳によるとのことですので、大いに期待しています。

｢ 華やかな祝祭劇 ｣ を
教務担当理事　　青野　覚

　教務部長として最初にMSP に関わったのが 2016 年の第 13回公演で、
今回と同じ『夏の夜の夢』『二人の貴公子』の組み合わせでした。初め
て見た舞台に引き込まれ、それ以来一人のファンとして毎年楽しませて
もらっています。
　2016 年は 2部構成でしたが、今回はそれぞれ独立して昼と夜に公演
を行う、3日間で計 6回の公演ということで、スケールアップしていま
す。コロナウイルス感染症によって活動にさまざまな制約がかかる中で、
進化を続けるMSPに学生の皆さんのエネルギーを感じます。
　コーディネーターの井上先生をはじめとして学生の指導に当たられた
先生方、関係者の皆様、ご支援をいただいている諸団体の皆様には、コ
ロナ禍で不安定な中で例年にも増して多大なご支援を賜りました。厚く
お礼を申し上げます。

進化する MSP
副学長 ・教務部長　　千田　亮吉
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う つ し 世はゆめ 村島彩加
明治大学兼任講師

青山学院大学非常勤講師

　「うつし世はゆめ　夜の夢こそまこと」 −かつて江戸川乱歩は、 揮
き ご う

毫を

求められると、 よくこう書き添えたという。 「夏の夜の夢」 ������������

�������������、タイトルだけで魅惑的な、シェイクスピアのこの人気作品に、

この言葉は実によく合う。夜の森に迷い込む恋人たち、すみれの花の媚薬、

跋
ば っ こ

扈する妖精たち。 夢とうつつが混じり合う夜が開けたら、 3 組のカップ

ルはめでたく結ばれ、 妖精の王と女王も仲睦まじく元鞘に収まる。 ひと夜

の夢のような、 夜の森での出来事が 「まこと」 なら、 果たして翌朝の幸せ

は 「夢」 なのか？物語の幕切れに、 妖精パックは客席にこう語りかける。

「ここでご覧になったのは、うたた寝の一場のまぼろし。 たわいない物語は、

根も葉もない束の間の夢」。

　また「夢」といえば、眠っている間に見るものだけではない。ああなりたい、

こうなりたい、 という願望も、 私たちは 「夢」 と呼ぶ。 ちなみに筆者の子

どもの頃の夢は 「宝塚の娘役になること」 だった。 その夢は叶わなかった

が、 現在の境遇には満足している。 でも時折、 授業で宝塚の歴史などに

ついて学生たちに話していると、 ふと、 今の自分は夢を見ているのではな

いか、 と思うことがある。

　その、 私の 「夢」 だった宝塚歌劇団においても、 シェイクスピア作品

は、 上演作品の一角を担う重要な存在である。 1914 年に実業家小林

一三によって創立された同劇団は、 世界でも稀な未婚女性のみを出演者

とし、 今年で 108 年の歴史を数える。 宝塚では、 シェイクスピア作品を

そのまま上演することはないが （「歌劇団」 だから、 歌や踊りを取り入れ

「歌劇」 化する必要がある）、 シェイクスピア作品を下敷きとした作品は、

1926 年の 『オフィリヤの死』 （『ハムレット』、坪内士行編作・振付） 以来、

2020 年の 『ピガール狂騒曲』 （『十二夜』、 原田諒作 ・ 演出） に至るま

で枚挙にいとまがない。 本年度の MSP で上演される 『夏の夜の夢』 も、

1926 年に楳茂都陸平改修 ・ 作舞で上演されて以来、 何度も取り上げら

れているし、『二人の貴公子』 は 2009 年に宝塚バウホールで上演された。

中でも 『夏の夜の夢』 を下敷きとした作品の中には、 佳作として知られる

『PUCK』 という作品がある。

　『PUCK』 は 1992 年、 月組によって宝塚大劇場で初演された。 作 ・

演出は、 『エリザベート』 の潤色 ・ 演出で知られる小池修一郎。 シェイク

スピアの 『夏の夜の夢』 に登場する妖精 ・ パックを主人公に、 1990 年

代のイギリス、 コーンウォール地方を舞台として、 心優しい少女ハーミアに

恋をしたパックが、 彼女と、 自身が生まれ育った妖精たちの棲む森を守る

ために奮闘するという、 ファンタジー要素に溢れた作品である。 原作とは

全く異なるストーリーだが、 ハーミアと彼女に恋する貴族のお坊ちゃん ・ ラ

リー （原作のライサンダー）、 ホテル王 ・ ダニー （デメトリアス）、 ハーミア

の従姉妹で嫌われ者のヘレン （ヘレナ）、 そしてロックスターを目指す森

番の息子ボビー （ボトム） が夜の森に迷い込み、 パックのいたずらで惑

わされる場面は、 原作を効果的に取り入れていた。

　同作には巨大資本による森林破壊の危機が描かれ、 当時より顕在化し

ていた環境破壊の問題を取り込んだ意欲的な作品であったと同時に、 パッ

クを含め、 ハーミアら主要登場人物たちが、 子どもから大人へと成長して

いく過程を描く成長物語でもあった。 大劇場での初演は 7 〜 8 月、 ちょ

うど夏休みの時期に当る。当時はまだ、遊園地と動物園を併設した宝塚ファ

ミリーランドを敷地内に擁していた宝塚大劇場では、 やはり時期的にそう

した子どもたちを意識した作品を上演する必要があったのだが、 『PUCK』

の舞台で描かれていたのは、 ファンタジーの糖衣を被せた現実だった。 金

と欲、叶わない夢。 でも、大人になったハーミアに、客席の観客たちに、パッ

クは歌いかける。 君の育ったこの森を思い出してほしい、 覚えていてほし

い、 と。 「森」 は作中の 「森」 であるのと同時に 「宝塚の舞台」 であり、

小池はパックを通して客席の子どもたちに呼びかけたのだろう。 ここでの

楽しかった時間を覚えていて、 と。 そして大人たちは、 あなたたちにもそ

んな時間−−愛され、 守られ、 幸せだった時間−−があったことを思い出し

てほしい、 と。 だからこそ 『PUCK』 は、 子どもだけでなく、 大人の胸を

も打つ作品だった。 初演は多くの観客の心に残り、 2014 年には宝塚歌

劇 100 周年を記念する佳作の一つとして再演されている。

　初演当時 10 歳の少女だった筆者は、 『PUCK』 を通してシェイクスピア

を、『夏の夜の夢』 を知った。 そして今、こうして教え子たちが上演する 『夏

の夜の夢』 に拙文を寄せている。 なんとも夢のような話である。 本当はタ

カラジェンヌになるはずだったのに……まさしく 「うつし世はゆめ」 だ。 で

もやっぱり、 今、 こうして学生たちの夢の舞台に立ち会えることを、 心か

ら幸せに思う。 コロナ禍の現実を忘れ、 「束の間の夢」 のひとときを共に

過ごせることに感謝を込めて、 筆を置きたい。

むらしま　あやか

1982 年生まれ。 博士 （文学）。 明治大学兼任

講師、 青山学院大学非常勤講師。 専門は近代日

本演劇。 著者に『舞台の面影ー演劇写真と役者、

写真師』 （森話社） がある。
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牧 加奈子
　MSP3 年目にして初のDTP
班でしたが自分の手で誌面
を作る面白さを沢山感じる
ことができました。楽しん
で読んでいただければ幸い
です！

柴崎 里奈
　初めてのパンフレット作
成で苦戦の連続でしたが、
MSP に花を添えられるペー
ジになるように頑張りまし
た。公演と共にお楽しみい
ただけたら嬉しいです。

寺腰 玄
　初めてのパンフレット制
作。不慣れ故に初めは少し
手間取りましたが、とても
楽しかったです。こういう
形でMSPに関われたことを、
本当に嬉しく思います。















祝 第１９回 明治大学シェイクスピアプロジェクト 
 
 

東京都公認 

赤塚幼稚園 
〒１７５－００９２ 東京都板橋区赤塚２－３－１２ 

電話 ０３－３９３０－０９９０ 

http://www.akatsuka-yochien.com 

����������
���������������������������������������������

������ ������������

������
������
����������

�������������

���������������/���������
������������������������

�����������������������������������

���� ��
��� �����������

��
������/��������
����������

������� ��
��� ����������

��
�����������
����������










